
 

令和５年度 第 1 回 恵那市自立支援協議会 会議録 

 

日時：令和５年７月 19 日（水） 午前 10 時～11 時 

 

場所：恵那市役所西庁舎３階災害対策室 AB 

 

出席委員：伊佐地委員（委員長・会長） 横光委員 藤木委員 遠山委員 堀部委員 西尾委員  

樋田委員 坂井委員 加藤（健）委員 小川委員 三宅委員 山邉委員 加藤（信）委員 

水野委員 

欠席委員：早川委員 

事務局：恵那市福祉事務所長 所長 古山 

恵那市社会福祉課 課長 沼田 

恵那市社会福祉課 補佐兼係長 渡邊 

恵那市社会福祉課 総括主査 大島 

恵那市子育て支援課 担当係長 水野 

恵那市社協障がい者相談支援事業所 相談員 渡邉 

恵那たんぽぽ地域生活療育支援センター 相談員 青木 

（株）ジャパンインターナショナル総合研究所 鈴木 

（株）ジャパンインターナショナル総合研究所 高田 

 

内容： １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）第３次恵那市障がい者計画の事業評価について 

（２）第６期恵那市障がい福祉計画の達成状況について 

（３）専門部会について 

４ その他 

５ 閉会 

 

２ あいさつ 

事務局（課長） ただいまから、第 1 回目の恵那市自立支援協議会の会議を進める。進行を務める社

会福祉課長の沼田です。 

本日は昨年度の計画の評価等を中心に反省と成果確認をし、終了後に恵那市障がい

者計画の策定委員会を開催する。全国一斉に６年間の計画の更新のタイミングを迎え

ている。本日は関係のメンバーにご意見を頂きながら、計画策定のスタートを切る。本

日の配布資料はレジュメ、名簿、事前配布した資料１の差し替え、資料３である。資料

１・２は１週間ほど前に事前配布し、事前に意見を頂きながら準備した。また、物価高騰

支援事業のチラシと、要避難支援者行動者名簿制度のチラシを添付している。 

本日の委員のメンバーで事前に欠席の連絡を受けているのは、ウェルトピアきょうどう

の早川委員である。改めて、本自立支援協議会の任期は、令和４年７月から来年６月

末の２年である。本年４月をもって各機関団体の異動等あったため、新しいメンバーを

紹介する。 



 

まず、白鳩学園次長の堀部委員。続いて、恵那保健所健康増進課長の樋田委員。恵

那公共職業安定所所長の坂井委員。県立恵那特別支援学校の進路支援部長の小川

委員。４月からということでお願いする。 

本来であれば、市長から委嘱書を渡すところではあるが、時間の都合上、机上にて委

嘱書を配布している。 

本会議については、原則公開扱いとし、傍聴席を 2 席用意している。会議録は要約版

をホームページに公開していく。 

最後に、計画策定にあたって、策定に係る業務を委託するジャパンインターナショナル

総合研究所から鈴木氏、高田氏の２名が同席している。 

それでは古山福祉事務所長からあいさつする。 

事務局（所長） 恵那市福祉事務所長の古山です。今回新しく委員になった４名には、よろしくお願いす

る。本年度は障がい者計画と障がい福祉計画の策定の年となり、障がいのある人の目

線に沿った計画にするため、忌憚のない意見を頂きたい。よろしくお願いする。 

事務局（課長） 議題に入る。ここからの進行は、会長である伊佐地課長にお願いする。 

 

３-（１）第３次恵那市障がい者計画の事業評価について 

会長 
議題３-（１）第３次 恵那市障がい者計画の事業評価について、事務局にお願いする。 

事務局 資料１に基づき説明。 

第３次 恵那市障がい者計画の事業評価について 

会長 評価シートについて意見があれば、発言して頂きたい。 

委員 緊急時受け入れられた時の山邉委員の質問で、利用者の意見や現状について、東濃拠

点で受け入れられた時のことを話して頂きたい。 

委員 昨年末に緊急時対応の手引きがあり、整備した。昨年度に土岐市で１事例あった。 

（事例を説明） 

この事例で、事前のネットワーク作りと受け入れルールを決めておくことができたのが成

果だと考える。一方、行動障がいがあった場合の対応が課題だと感じている。 

会長 他に意見はあるか。 

（一同） ≪意見無し≫ 

会長 続いて、第６期障がい福祉計画の達成状況について事務局から説明をお願いする。 

 

３-（２）第６期恵那市障がい福祉計画の達成状況について 

事務局 資料２に基づき説明。 

第６期恵那市障がい福祉計画の達成状況について 

会長 事務局からの説明は以上とする。他に意見はあるか。 

（一同） ≪意見無し≫ 

会長 続いて、専門部会について事務局から説明をお願いする。 

 

３-（３）専門部会について 

事務局 資料３に基づき（部会名簿）専門部会について説明する。 

会長 事務局からの説明は以上とする。専門部会について何か意見はあるか。 

（一同） ≪意見無し≫ 



 

会長 次の議題に進める。 

委員 権利擁護部会の研修について、東濃成年後見センターでは、毎年権利擁護研修会を

シンポジウム式で圏内事業者対象に企画している。こちらでも紹介して頂ければあり

がたい。 

事務局 情報を頂けたら、市役所の方から幅広く多くの方に参加して頂けるよう周知する。 

委員 昨年は部会を行ったが、情報を広くオープンにして、部会の役割を広めて頂きたい。年

間計画を立てて、情報を市民に公開すれば、市民の参加や理解に繋がると考える。 

会長 部会の今の具体的な計画について伺いたい。 

事務局 昨年度は、暮らし部会でバリアフリートイレについて検討し、ハンドブックを作成した

が、今年実施することは定まっていない。相談や情報共有等を行っていたが、ホーム

ページで参加の声掛け等を進めている。情報公開を進めていく。 

会長 他に専門部会について何か意見はあるか。 

（一同） ≪意見無し≫ 

会長 それでは議題４のその他について事務局から説明をお願いする。 

 

その他 

事務局 物価高騰支援事業と避難行動要支援者制度のチラシに基づき説明。 

事務局 恵那たんぽぽ支援センターの青木です。 

東濃基幹相談支援センターのリーフレットを作成した。基幹相談支援センターの業務

について説明させていただく。利用者やその家族からの相談にも対応する。 

会長 その他について他に意見は。 

（一同） ≪意見無し≫ 

会長 事務局にお願いする。 

事務局（課長） 市役所の直近の障がい福祉トピックを報告する。 

（内容を報告） 

以上で第１回恵那市自立支援協議会を閉会とする。 

 


